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淋しい然し実質的に恵まれた山の中の御生活を遥察申上げます、そこから空虚がち 

な都会の生活を想像なさったら憐れみをさへ感ぜられるでせう。「一房の葡萄」おの 

ぞみにまかせ送呈します。それをあなたが考へてゐて下さった事を喜びとしながら。 
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